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は「六妙法門一巻6」と書かれている。           




























































                                                   









































































































































































































































































































































































































 第二、次第相生六妙門  
 第三、随便宜六妙門  
 第四、随対治六妙門 
 第五、相摂六妙門  
 第六、通別六妙門  
 第七、旋転六妙門  
 第八、観心六妙門  











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































六妙門 数門 随門 止門 観門 還門 浄門 




































































































































































































































































































































































































































































 ⑩結会禅波羅蜜帰  
この書物は第七章で終っており、第八章以降は不説になっている。『次第禅
門』は仏教の実践法門を四種の禅法に分類したものである。つまり、経論
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ことである。真性止は心性の理はもとより不動であると知ることである。   
 最後に、修証の立場からみると、修は①繋縁止は心を頭頂、髪際、鼻柱、





































































































































































































































































































































































































 ○3  随自意三昧 
 ○4 次第禅要 
 ○5 釈論玄門 
 ○6 三智觀門 
 ○7 安楽行法 
 ○8 弘誓願文1。 
現在、大正大蔵経で慧思の著作としてとされているものは、 
 ○1 『南岳思大禅師立誓願文』 
 ○2 『随自意三昧』 
 ○3 『諸法無諍三昧法門』 
 ○4 『法華安楽行義』 
 ○5 『受菩薩戒文』 























































































































































































































































































































































観禅 壊法 九想 第九巻 
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十想 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































六妙門 数妙門 隨妙門 止妙門 観妙門 還妙門 浄妙門 
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⑨円頓止観十巻 ⑨摩訶止観十巻 ⑨摩訶止観十巻 
⑩観心論一巻  ⑩観心論一巻 ⑩観心論一巻 ⑩観心論一巻 
 ⑪法華疏十巻 ⑪法華文句十巻 ⑪妙法蓮華経文
句十巻 
⑫三観義 ⑫三観義二巻○欠  ⑫維摩詰経三観
玄義二巻○続  
⑬四教義 ⑬四教儀十二巻 ⑬四教義十二巻 
⑭四悉檀義 ⑭四悉壇義一科 ⑭ない 
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